
（別紙３）

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 13人 （回答者数） 11人

～ 令和8年3月31日

（対象者数） ８人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
相談支援員や家族との連携・視覚支援・絵カードでの構造化
を図っていく

2
安全性への考慮は必要・少人数での企画も取り入れた
い

3 引き続き安全に送迎を行う

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
夏休み（⾧期休み）に参観の日を企画.兄弟児との
交流なども企画していきたい

2 個別での対応・少人数での企画していきたい

3

高等部までの⾧期間の支援をしている。活動内容や
時間など視覚的にわかりやすいように環境を整えて
いる

sstカードやホワイトボードでの視覚支援

作業療法士を常勤で配置し、運動療法や公園への外
出支援など体を動かす機会を多く持てる
高齢者との交流

子供たちが楽しめるか安全性を考慮して企画している。

送迎は遠方の高等部まで行っており保護者の負担軽
減になっている

安全ブザー設置、運行前のアルコールチェック

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⾧期休みの家族参観・兄弟児交流も好評だったため
継続していく

家族がそれぞれ仕事をもっているため

大きなイベント（外出）が企画するのが難しい。 個々の身体状況が様々であるので、安全性を重視している

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年5月1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスあゆみの家

○保護者評価実施期間 令和8年3月31日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


